






















group(27. 7 ± 6.3mmHg）との聞に有意差が認められた（p-value=0.008）。
またSPP20mmHg以下では、感度63%、特異度85%、尤度比4.5となり、
ROC曲線で最も左上方に近づく値を取った。これにより虚血創に対する
外科的デブリードマン施行後に、壊死が拡大する cut-offpointはSPP値
20mmHgとするのが妥当と考えられた。すなわち、 SPP値 20mmHg以
下で外科的デブリードマンを施行した際、健常皮膚にまで壊死が拡大する
可能性が高いと考えられた。
